




















〔緒言〕 

小児白血病の治療にtotal cell kill の理念が導入されたことにより,その治療成績は著し

く向上してきている。ALL に対する各国のグループ・スタディでの成績では,5 年以上生存

率は 50～60%とされている。しかしながら,これらの治療成績は,すべて治療計画通りに治

療が行なわれたものしか対象にしておらず,全白血病に対する正確な長期生存率は不明で

ある。 

本研究の目的は,本邦における長期生存の実態を明らかにすることにある｡この結果をもと

に,過去のわが国における小児白血病の治療成績を把握し,今後の治療法の改善に寄与する

ことにある。 


